
2024 年度第 3 回グライダークラブ委員会（第 12 回全国グライダークラブミーティング）議事録（2 日

目） 

日時：2024 年 10月 27日（日） 09：00－12：00 

場所：ホテル こわしみず 「天恵」 〒392-0003 長野県諏訪市霧ケ峰高原 1-8   

幹事クラブ：諏訪市グライダー協会 

 

 
参加団体・氏名 

※敬称略 

諏訪市グライダー協会：大石、平林、西川 

Gliding Japan 編集：吉岡 

JSA（（公社）日本滑空協会）：佐志田 

（公財）日本学生航空連盟：太田 

SATA（（公社）滝川スカイスポーツ振興協会）：日口 

（公社）宮城県航空協会：齋藤 

（公社）長野グライダー協会：畔上 

NPO 法人関宿滑空場：篠原、山内 

JSC（（公社）日本グライダークラブ）：吉岡 

中部日本航空連盟（岐阜）：中居 

中部日本航空連盟（愛知）：佐々木 

ヤマハ SC：迫田 

大野グライダークラブ：堀田 

NPO 法人九州グライダースポーツ連盟：毛利、工藤、伊東 

13団体 19名 

 

 
ウインチ曳航関連の話題・問い合わせについて 

〇索切れ対処について 資料提出：諏訪市グライダー協会 

～霧ヶ峰の索切れ対処動画を視聴～ 

・動画制作の背景：事故が相次いだ年に競技会を実施せず、防災訓練的に索切れ対処の訓練 

・ウィンチと滑走路の間は高低差 25m の谷 

・霧ヶ峰での判断高度は対地 100m 

→ウィンチの向こう側に諏訪湖が見えるぐらいが目安 

→旋回でも直線でも着陸可能 ※基本的にはまっすぐ 

・Duo Discusでは対処に失敗してしまった件について 

→ASK13、Ka6 等を想定しているので高性能機では前提になる条件が違うので注意 

→高性能機の場合は 4km先の不時着地（牧場）の方が安全である旨教育 

 

～ディスカッション～ 

・100m を超えた高度から直進してしまうとウィンチを飛び越えてしまう 

・岡崎も橋があるのでかなり厳しい 

→Duo導入時にメーカーにエアブレーキ全開時の L/Dを質問した、1:8とのこと 

・操縦教員自身の索切れ対応経験が少ない 

・滑空場に合わせた基準を策定、検証しているのはとても良い 

→この種の対策は滑空場ごとに事情が大きく異なってくる 

・索切れした瞬間には直進できるかどうか微妙な見え方だったが、上昇姿勢から加速するまでの間に失

高してそのまままっすぐ降りられたこともあった。どこを基準に高度を判断するのかも課題と考える 

・妻沼は広いのでどこでも降りられるが、一方無理して回ろうとする人もいる 

→インストラクターがタイトな対処を見せつけてしまうと練習生がマネしてしまう恐れがある 

・地上からのアドバイスは非常に有効と感じる 

→DG でエンストしてスロットル操作に固執してしまったパイロットが、「速やかに降りろ」という地上



からの無線で正気に戻ったことがあった 

・300ft での索切れ練習 

→実際には 200ft ぐらいで切らないと高度が上がってしまう 

→ダミーブレイクのトレーニングは練習生に任せられる時間が少ない、練習生が少しでも固まっている

と感じたらインストラクターがテイクオーバーする必要がある 

 

～結論～ 

★各滑空場の特性を理解した対処方法を立案すること 

★十分な検証を経て実施すること 

★まずはインストラクター自身がトレーニング 

 

 
〇2 台目のウィンチの導入 提出：NPO九州グライダースポーツ連盟 

～報告～ 

・シーズン中に久住と白川で並行して運航したい要望があり、導入を決定 

・ウィンチの候補（いずれも現地価格） 

→オランダ空軍の TOST400万 

→スカイローンチ新品 1300万 

→イギリスのクラブのウィンチ 330万 

・コストや仕様を考慮してイギリスのものを選択し下記の改造を実施 

→LPG 仕様だったのでイギリスで改造：570万 

→トランスミッション換装をイギリスで実施：130万 

→台車は国内のコカ・コーラのボトルカー：45万 

→最終的に 1020 万くらいの費用が掛かった 

・最終的に 1020 万ということは新品 1300 万と大差ないのでは？ 

→LPG 仕様への対応、ミッション換装等で費用がかさんでしまった 

→新品には税金、輸送料、台車等が含まれていない。ウィンチ本体の金額である 780万円と 1300万円を

比較すると全体では有利 

 （補足説明： 1300 万円は 2023年 1月の為替レート 158.5円/￡での金額、 

  2024年 6月の為替レート 205 円/￡に直すと、1680 万円となる。） 

・海外では LPG仕様が多いのか？ 

→多い。LPGの設備が滑空場にあるケースもある。ガソリンに比べてコストが安いため 

・国内に寝ているウィンチは無いか？ 

→壊れるまで使っているパターンが多い 

→使用可能なまでに補修・整備するのが大変（補修箇所の特定、補修場所の借用など） 

・岡崎のウィンチ 

→エンジンブローしてエンジンを交換した経緯がある 

→エンジンの規格（寸法）が合わずに苦労した 

・霧ヶ峰のウィンチ 

→電動ウィンチの導入を検討（平尾さんを中心に設計中） 

→ドイツの電動ウィンチは電線を引っ張て来ている 

 

 
〇ダイニーマのねじれについて 提出：（公社）宮城県航空協会 

～概要～ 

・パラシュート周りに長さ 15m 程度の三つ打ちロープを使っていることが原因で、慢性的なねじりが発

生してしまう 

・スイベル（ベアリング入りのより戻し）を使ってねじりを解決しているが、スイベルが雨や砂に弱い

のが欠点 

 

～ディスカッション～ 



・ダイニーマを導入している滑空場で同様の事象で困っている事例は無し（九州、大野など） 

・パラシュート周りにスリングベルト（玉掛けや荷役に使うもの）を嚙ませている 

→三つ打ちのロープが原因では？ 

・リトリブ時はパラシュートを外した方が良い 

★他の滑空場のノウハウで解決の見通しが立った 

 

 
〇TOST ウィンチのスロットル改造 提出：（公社）長野グライダー協会 

～概要～ 

・長野では TOSTのウィンチを運用しているが、スカイローンチのような目盛り付きのスロットルに改造

したい 

→多様な機体を保有しているため、スロットルの目安があると養成しやすい 

 

～ディスカッション～ 

・九州の 2台目のウィンチにはそれらしいものが付いている 

→スロットをリミットするバーがある（押そうと思えば押し込める程度のもの） 

→スカイローンチで改修したためそのような機能がついていた 

→まだ試運転していないので使用感は不明 

・大野ではタコメータを基準として曳航をしている 

→離脱してからの巻取りでミスが多いため（パワーが入りやすいので回転数で制御） 

・首都大ウィンチ 

→リミット専用のレバーが有った 

★差し当っては上記情報を展開 

 

 
〇保険 ※明確な議題ではないが、展開すべき内容と判断し掲載 

・SATA（（公社）滝川スカイスポーツ振興協会）が三井住友海上火災保険(株)旭川支社長と会談を実施 

→積雪期の運航停止期間中を鑑み、冬期間の保険料の免除を交渉したが、基本的に短期の保険は認めら

れなかった 

→中部支社は比較的低姿勢 

→Y社の総力をあげて交渉したが芳しくなかった 

・航空保険はプール制となっているので保険会社各社の持ちよりとなる 

・修理以外の輸送費等の出費が大きい 

 

 
〇全国グライダークラブ委員会 

・どの話題をどの委員会で話し合えば良いのか分からない状況を打開したい 

・全国グライダークラブ委員会 

→各クラブの運営面での課題を話し合いたい 

→「曳航」に関しても「運用」、「インストラクション」、「安全」に関して分かれる部分がある 

 

・インストラクター委員会 

→委員長に指導員としての経験の豊富さは求めない 

→議論の方向づけ等をしてもらえる人がほしい 

→各クラブから委員（インストラクター）を出してもらってディスカッションを始める 

→インストラクターマニュアル（JIM）にフィードバックする 

→指定養成のテキストとリンクさせることも視野に置いている 

 

・インストラクターマニュアル 

→翻訳をすることに注力し過ぎ？ 

※本来は本書の発行を皮切りに委員会を制定し、インストラクター間の指導法についての議論や意見交



換をしたかった 

 

・今後の動きについて 

★各クラブからインストラクター委員会のメンバーを 11月末までに選出 

★12月 10（火）20:00にオンライン MTG実施 

★委員長に日口を推挙 

★日口委員長より本件に関してレターを出していただく 

→求めるのは、インストラクターの質の向上（グライダーの本来の楽しさを教えられるインストラクタ

ーを目指す） 

→操縦の標準化は目指すが、各クラブ・滑空場でインストラクションのアレンジは必要 

→各飛行ステージでインストラクションのポイントは抑えたい 

例：見張り→やり方、目の構造、人間の限界 

場周→パターンの取り方の基本 

 

★グライダークラブ委員会→年 3回開催（オンライン 2回 対面 1回） 

★次回は 2025年 2月予定（他の委員会との兼ね合いで日程を調整） 

 

 
MTG 終了後 

→一部メンバーは霧ヶ峰滑空場を見学 


